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【結果】正常肺RFA後にはリング状集積を認め、TMRは2.9 ± 1.0（± SD）（早期・遅延相）、3.3 ± 0.8（１
日）、4.1 ± 0.6、5.2 ± 0.9（１週）、4.1 ± 1.0、5.3 ± 1.5（２週）、3.1 ± 0.5、3.6 ± 1.1（４週）、















 その結果、正常肺RFA後にはリング状集積を認め、TMRは2.9 ± 1.0（± SD）、3.3 ± 0.8（早期、遅延相）
（１日）、4.1 ± 0.6、5.2 ± 0.9（１週）、4.1 ± 1.0、5.3 ± 1.5（２週）、3.1 ± 0.5、3.6 ± 1.1（４
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週）、1.8 ± 0.1、2.3 ± 0.1（８週）で、４週以降には1、2週よりTMRが有意に低下した（p＜0.05）。組織で
は集積部位は熱損傷による炎症細胞浸潤に一致した。V群のTMRは6.6±2.1、8.6±3.3であった。Rd1群のTMRは
0.8±0.4、1.1±0.7、Rw1群は1.2±0.5、1.5±0.7であった。RFA群のTMRはV群より有意に低く（p＜0.001）、
組織で腫瘍は壊死していた。腫瘍周囲の集積のTMRは3.5±0.9、4.4±1.2（Rd1群）、 3.9±0.7、4.7±1.2（Rw1
群）で、V群のTMRより有意に低く（p＜0.01）、組織では周囲の炎症であった。 
 以上の結果から、正常肺RFA後のFDG集積は経時的に変化し、治療効果判定には、治療後４週以降にPETを施行
すること、さらにPETは肺RFA後の治療効果判定に有用で、遅延相が腫瘍と炎症の鑑別に役立つことを示した。 
 本研究は肺RFA後のFDG-PETによる効果判定が有用であることを示し、今後、臨床における肺腫瘍に対するRFA
治療効果の研究に貢献するものと考えられ、博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
